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■ 特集 ~介護報酬改訂に伴う各部署の取り組み
　　
■ 各部署のご紹介 ~介護事業本部
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■ 編集後記

「手と目と」

　この言葉には、

　　　「手」 と 「目」 で 「看る」

 （ 手 + 目 = 看 ）　という

　　私たちの思いが込められています

「藤」　

通所リハビリテーション利用者さんの作品

手と目と
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通所リハビリ

介護付き有料老人ホームかめやま

今回の介護報酬改定では以下のような項目が注目されました。

●　感染症や災害への対応の強化

●　自立支援 ・重度化防止　　　等

　これらの事より、 私たちは感染対策の強化、 災害時におけるサービスの提供が継続できる

体制作りに努め、 安心してリハビリに取り組んでいただける環境確立に努めます。

　また、 自立支援、 重度化防止の一つとして、 リハビリ ・口腔機能 ・栄養状態への取り組み

を一体的に行う事の重要性が求められています。

　管理栄養士との連携のもと、栄養状態を把握し、利用者様の活力ある生活をサポートします。

　ここ数年、 長期にわたるサービスの利用が見直される動きが強まっており、

今後、 状態・ニーズによっては利用時間、 頻度の制限が余儀なくされることも想定されます。

　そのため、 利用開始からしっかりニーズを把握し、 適切なリハビリが提供できるよう、

今後も努めてまいります。

１．ADL（日常生活動作）の維持を図っています。
　●　機能訓練指導員を配置し、 他事業所のリハビリと連携を行うことや、

　　　　ご自身でできることを行っていただくことで、 ADL （日常生活動作） の維持を図っています。

２．上質なサービスを提供できるように努めています。
　●　皆さまの心身の状況を把握、 データ化し厚生労働省へ提出、 フィードバックを受けることで、　

　　　　科学的介護の推進を図ります。

　●　介護スタッフのうち、 国家資格である 『介護福祉士』 の割合を一定以上に保てるように

　　　　努めています。

３．医療・看護体制の充実を図っています。
　●　24時間医療機関と連携を取ることができる体制を構築しています。

　　　　主に併設の 『栄光会ファミリークリニック』 と連携を取っています。

　●　最期の時まで施設で穏やかに過ごしていただけるよう、 職員の体制を整え、 知識 ・技術の

　　　　向上に努めています。
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栄光会ヘルパーステーション

居宅介護支援事業所 栄光会ケアプランサービス

今回の改定を踏まえ、当事業所としましては、以下の 3項目につきまして、
重点的に取り組んでまいります。

１．機能的な事業所を目指します
　　　ご利用者の身体および生活面に関する情報について、部署内はもちろん、関連する
　　　全事業所との共有を徹底します。同時に、各スタッフは個別に研修計画を立て、
　　　スキルアップ向上を図ることで、質の高いサービスを提供します。

２．ご利用者の自立性向上を目指します
　　　ご自身でできることは、なるべくご自身でして頂くよう、環境改善へのアドバイス等
　　　も含めたサービスを提供します。そして、安全性を最優先に考慮した上で、その方の
　　　自立した生活をサポートします。

３．幅広いサービスの提供を目指します
　　　通院介助や看取り期における対応等、より幅広いサービスへの対応を模索していきます。

● 退院・退所
　　退院・退所時のスムーズな福祉用具貸与の利用を図る
　　観点から、退院・退所時のカンファレンスについて、　
　　退院・退所後に福祉用具の貸与が見込まれる場合には、
　　必要に応じ、福祉用具専門相談員や居宅サービスを
　　提供する作業療法士等が参画する様に調整しています。

● 通院時情報連携
　　医療と介護の連携を強化して、適切なケアマネジメン
　　トの実施やケアマネジメントの質の向上を進める観点
　　から、必要に応じ利用者が医療機関において医師の
　　診察を受ける際に介護支援専門員が同席し、医師等に
　　利用者の心身の状況や生活環境等の必要な情報提供を
　　行い、医師等から利用者に関する必要な情報提供を
　　受けた上で、居宅サービス計画（ケアプラン）に記録
　　しています。

● 質の高いケアマネジメントの推進
　　居宅介護支援について、経営の安定化を図るとともに、
　　質の高いケアマネジメントの一層の推進、公正中立性

　　の確保等を図る観点から、多様な事業所等が提供する
　　生活支援のサービス（介護保険制度を使用しないサー
　　ビスを含む）が包括的に提供されるような居宅サービ
　　ス計画を作成しています。
　　またケアマネジメントの公正中立性の確保を図る観点
　　から、利用者に「前６か月間に作成したケアプランに
　　おける、訪問介護、通所介護、地域密着型通所介護、
　　福祉用具貸与の各サービスの利用割合」、「６か月間に
　　作成したケアプランにおける、訪問介護、通所介護、
　　地域密着型通所介護、福祉用具貸与の各サービスごと
　　の、同一事業者によって提供されたものの割合」説明
　　を行っています。

● 情報通信機器の活用
　　介護支援専門員が行う一連の業務等の負担軽減や効率
　　化に資するものとし、 訪問記録を随時記載できる機能の
　　ソフトウエアを組み込んだノート型パソコンを活用し
　　ケアプラン等の情報をいつでも記録、閲覧できるよう
　　に対応しています。
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各部署のご紹介

介護事業本部
介護事業本部は、

本部長、 副本部長、 事務職員 3 名、 売店職員 3 名が所属しています。
仕事内容は、 施設運営 ・ 請求業務 ・ 売店業務などなど全部を紹介することは難しいため、

今回は仕事に対する 『モットー（心掛けていること）』 を紹介させていただきます。

『謙虚 ・感謝 ・情熱』
　　　

　栄光会 40 年の歴史 ・ 理念を土台に、
「今」　そして 「これから」　に向けて、

『謙虚』　『感謝』　の想いで、 『情熱』 を
もって取り組んでいきたいと思っています。

栄光会スタッフの皆さん、 そして地域の皆様の
お力添えを宜しくお願いいたします‼

本部長　下稲葉　主一

『温故知新』
　　　

先達が育んできた価値観を
大切にしながら、 自分らしさを
表現していきたいと考えます。

副本部長　田ノ上　剛

『笑顔で元気に接客』
　　　

お客様の名前を出来る限り覚えて、
気持ちよくお買い物をしていただける様に

心掛けています。
売店職員

『目配り ・ 気配り ・ 心配り』
　　　

利用者様や来訪者の方への対応や
スタッフの業務が円滑に行えるように

心掛けています。
事務職員
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コロナ禍でもできる取り組み
          ～ 『有料かめやま編』

自粛生活が始まり、 すでに 1年以上が経ちました。
なかなか外出などでの気分転換ができないので、
少しでも皆さまの気持ちが明るくなるように、 と
『かめやま園芸部』 を立ち上げ、 中庭に花を沢山植えました。
が、 今の時期は花の植え替え前で殆ど緑の写真しかありませんでした・ ・（写真①～③）

これからも皆さまに知恵をお借りしたり、

環境が整えば手伝っていただきながら、

美味しく綺麗なものを育てていきたいと思います。

また、 2階のベランダでのプランター菜園も始めました （写真④）

とても成長が早く、 1番に収穫できたキュウリ （写真⑤⑥）

どんどん増えて早速昼食に天ぷらにした青じそ （写真⑦⑧）

パプリカやメロンも花が咲き始めました （写真⑪⑫）

きんかんやブルーベリーもあります （写真⑬⑭）

〈写真①〉 〈写真②〉 〈写真③〉 〈写真④〉

〈写真⑤〉 〈写真⑥〉

〈写真⑦〉 〈写真⑧〉

トマトも
実が大きく
なり始めました
（写真⑨）

難易度五つ星！！の
スイカも小さな実が
つきました
（写真⑩）

〈写真⑨〉 〈写真⑩〉

〈写真⑪〉 〈写真⑫〉

〈写真⑬〉 〈写真⑭〉
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シリーズ 志免町●人物列伝　　『この人に逢いたくて』

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社　ベンディング東福岡支店　支店長　稲益 一生　さん

『 ラグビー憲章を愛す 』

イナマス イッセイ

今回は、 志免町で暮らし ..　志免町で働くナイスガイ　『稲益 一生』 さんをご紹介します。

稲益さんとの出会いは、 とある定期訪問の時でした。

当時、 医療介護施設かめやまにコカ ・ コーラ社の自動販売機を設置していた為、 担当者の方と

一緒にお見えになったのです。 その際、 下稲葉主一理事から 「地域包括ケアシステム時代」 や

「地域共生社会時代」 の話を聞いた後、 だから 「NPO 法人志免地域支え合い互助基金」 が誕生し、

志免町のなかで自助の次に、 「支え ・ 支えられる互助活動」 が必要であることがわかり、

「この団体を、 私達も応援したい！」 と、 団体支援のための自動販売機を提案して下さいました。

現在もご支援を頂いているところです。

この素早い 「即 ・ 感 ・ 動」 の稲益さんに対し、 なぜこのようなことできるのか？　

なぜここまで支援をして下さるのか？　私は人間 『稲益 一生』 さんに興味をもったのです。

稲益さんは、 幼少期から志免町で暮らしていました。 ご近所の叔父さん達から 「一生」 と呼んで

頂き、 とても可愛がって頂いたそうです。 とっても愛嬌のある一生少年は、 いつしかラグビー

に惹かれていきます。 そして、 高校 ・ 大学とラグビーを行い、 平成６年にコカ ・ コーラ社に入社。

平成１６年まで現役ラグビー選手としてご活躍されました。

稲益さんと出会ったときは、 あの記憶に新しい２０１９年ラグビーワールドカップ日本大会が

開催されており、 会話の中で随所に出てくる 「ラグビー愛」 と、 「誠実なお人柄」 を

余すことなく魅せて頂いたことを昨日のように思い出します。

今回のインタビューに際し、 稲益さんの人生指針は何ですか？という質問をさせて頂きました。

「私の人生指針は、 ラグビー憲章です。

　ラグビー憲章とは、 一 . 品位　　一 . 情熱　　一 . 結束　　一 . 規律　　一 . 尊重　です。」

「私は、 今回のワールドカップで、 プレーをする日本チームと応援する日本の観客が、

　見事にこの憲章の神髄を、 私たちに魅せてくれた ..　私たちに、 ラグビー憲章の魂を伝えてくれた」

「その様に受け止め、 心の中が大雨状態になるくらい感動をしました」

夢中になって話すその瞳が、 時に輝き時に潤む ..　心の底から喜ぶ稲益さんと時をご一緒させて頂き、

生涯にわたり、 信頼関係を持ちながらお付き合いのできる人だと思いました。

また１人、 熱き志免人と出会えました。 『支え合い ・ 助け合い』 が必要になるこれからの

時代のなか、 稲益さんのような方がいる志免町は幸せです。

稲益さん、 これからも地域のこと、 志免町のこと、 ラグビーのこと ..　

そして、 みんなの幸せのためにご尽力をお願いします。

( 取材 & 文 ： 地域協働部　鷹尾 剛 )
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弘
法
大
師
に
夢
中

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

作
業
療
法
士　

吉
永 

真
俊

【 連載 】
○○に夢中！

　

ま
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、
足
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六
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も
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栄
光
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置
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心
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ま
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。
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か
は
わ
か
り
ま
せ
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近
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こ
の
四
十
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で
私
が
最
も
衝
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世
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出
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無
我
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る
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撃
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思
議
さ
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

増
し
て
や
、
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史
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か
し
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ス
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工
の
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感
じ
て
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り
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つ
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か
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ず
か
な
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ろ
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か
ら
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一
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」
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言
わ
ず
と
知
れ
た
、
弘
法
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師
・
空
海
上
人
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説
き
明
か
し
た
、
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言
密
教
の
入
門
書
で
す
。

歴
史
好
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が
、
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祖
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い
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し
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上
げ
て
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だ
、
仏
教

に
関
し
て
は
、
約
三
十
年
前
の
学
生
時
代
、
手

塚
治
虫
先
生
の
「
ブ
ッ
ダ
」
に
出
会
っ
た
時
に
、

そ
れ
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狭
い
世
界
観
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れ
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し
ま
う
よ
う
な
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撃
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え
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い
ま
し
た
。

 　

し
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て
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た
過
去
が
あ
り
ま
し
た
。

と
い
う
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は
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煩
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た
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ゆ
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悟
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き
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え
な
か
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で
す
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と
こ
ろ
が
、「
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海
入
門
」
の
進
め
る
ま
ま
に
、

空
海
上
人
の
著
作
で
あ
る
「
三
教
指
帰
」→「
秘

蔵
宝
鑰
」→「
即
身
成
仏
義
・
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実
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義
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義
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般
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経
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全
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加
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精
一
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よ
る
わ
か
り
や
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現
代
語
訳
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あ
り
ま

す
）
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順
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読
み
進
め
る
う
ち
に
、
私
の
中
で

驚
天
動
地
、
世
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が
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く
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返
っ
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よ
う
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致
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ま
し
た
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真
言
密
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は
、
「
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教
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し
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す
が
、
正
し
く
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通
り
の
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し
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教
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世
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っ
た
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の
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な
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ま
り
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け
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ま
す
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そ
し
て
、
冒
頭
で
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上
げ
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よ
う
な
、
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界
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不
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、
五
臓
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に
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史
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連
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、
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な
私
の
人
生
で
さ
え
も…

。
何
も
、私
が
「
悟

り
の
境
地
」
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
職
場
で
私
と
接
し
た
こ
と
の
あ
る
方

は
、
私
が
そ
の
よ
う
な
「
境
地
」
と
は
全
く
程

遠
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
よ
く
ご
存
知
か
と

思
い
ま
す
。

　

空
海
上
人
は
著
作
の
中
で
、
煩
悩
具
足
の
凡

夫
の
ま
ま
、
こ
の
世
界
の
「
至
宝
」
と
言
え
る

存
在
を
理
解
し
得
る
と
ご
教
示
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
存
在
を
、
物
語
や
絵
空

事
等
で
は
な
く
、
仏
教
の
世
界
観
か
ら
、
論
理

的
に
、
哲
学
的
に
、
冷
静
沈
着
に
説
き
明
か
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
上
人
は
、
こ
の

世
界
が
途
方
も
な
く
広
大
で
深
遠
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
そ
の
世
界
の
中
の
我
々
は
、
ち
っ
ぽ

け
な
存
在
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
と
説
い
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
真
言
の
教
え
に
出
会
わ
せ
て
い
た
だ
い

た
全
て
の
お
方
や
物
象
に
感
謝
し
つ
つ
、
そ
の

教
え
か
ら
い
た
だ
い
た
、
漲
る
よ
う
な
気
持
ち

を
も
っ
て
、
よ
り
よ
い
世
界
の
一
助
に
な
る
た

め
に
、
仕
事
に
、
地
域
に
（
今
年
度
の
町
内
会

の
組
長
に
な
り
ま
し
た
）、
家
庭
に
、
微
力
を
尽

く
し
て
み
よ
う
と
、
無
我
夢
中
に
な
っ
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

所属：栄光会ファミリークリニック
職種：医師
趣味：ピアノを練習しています

水曜日午前の内科外来を
担当することになりました。
「良く食べ、 良く眠る」 で

楽しく幸せな日々を
過ごせるように

お手伝いさせて下さいね

手越　靜子
て ご し　し ず こ

所属：介護付き有料老人ホームかめやま
職種：ケアワーカー
趣味：ギター / 読書 （主に小説）
 /ジョギング

音楽を奏でるように楽しく
本を読むように親しく

皆さんとお知り合いになれたら
幸いです！！

よろしくお願いします。

井上 源太郎
いのうえ げんたろう
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　今回、志免町人物列伝に於いて、稲益一生さんにインタビューをさ
せて頂きました。稲益さんが仰るラグビー憲章の精神は、協調や協働
しながら創りあげていくこの『手と目と』には欠かせないと感じました。
　こういう時期こそ互いを尊重しワンチームとなり前進する。
下稲葉主一本部長の想いを体現させる今号だったと感じています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 鷹尾 )
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栄光病院グロリア介護基金のご案内

栄光会の医療・介護・福祉の事業展開のために皆さまお一人
お一人のお力添えを心よりお願い申し上げます。栄光会事業の
趣旨にご賛同賜り、ご支援頂けますならば、誠に幸甚に存じます。

【グロリア介護基金　お振込口座】

グロリア介護基金　代表　下稲葉康之

西日本シティ銀行 博多支店　普 No.1905699

福岡銀行　　　　　 粕屋支店　普 No.549383

郵便振替　　 No.01780-9-148645 （代表者名等なし）

＊法人 ・ 個人を問わず任意の額で結構でございます

●医療介護施設かめやまでは、 利用者の方々の 「個人情報保護」 に取り組んでいます

社会医療法人　栄光会

医療介護施設

〒811-2205　福岡県糟屋郡志免町別府 2-2-1

  Tel.092(935)2146
  Fax.092(937)6141

URL: h�p://www.eikoh.or.jp
E-mail: eikoh@eikoh.or.jp

社会福祉法人　栄光会

特別養護老人ホーム

〒811-2232　福岡県糟屋郡志免町別府西 3-3-10

  Tel.092(935)5560
  Fax.092(936)4192

こ こ ろ

■　内科･呼吸器内科･アレルギー科 　（担当医師 ： 　院長　波多江 登喜子　／　手越 靜子　）

（2021年 6月 1日現在）

6 月 栄光会ファミリークリニック　診療スケジュール

お問い合わせ先　一覧

●通所リハビリに関するお問い合わせは
　通所リハビリテーション　    092-935-1365

●施設入居に関するご相談は　
　介護付き有料老人ホーム　かめやま　092-935-2146

●訪問看護に関するお問い合わせは
　栄光会訪問看護ステーション　　092-935-1030

●介護相談及び介護保険申請に関するご相談は
　栄光会ケアプランサービス　　   092-937-5021

●訪問介護に関するお問い合わせは
　栄光会ヘルパーステーション　　092-937-5815

●特別養護老人ホームへのお問い合わせは
　特別養護老人ホームこころ　　   092-935-5560

月 火 水 木 金 土

8:30-12:30
(受付12:00まで)

午後 13:30-17:00 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療 訪問診療

診療時間

午前 波多江 波多江 手越 波多江 波多江 波多江

月 火 水 木 金 土

8:30-12:30
(受付12:00まで)

14:00-15:00 予防接種･健診のみ ○ ○ ○ ○

○ ○

午後
15:00-17:30 外　来 ○ ○

診療時間

午前 外　来 ○ ○ ○ ○ ○ ○

■　小児科 　（担当医師 ： 　副院長　田崎 英範　）

○日 ・ 祝日 休診です。

○午前の診療受付は 12:00 までとなっておりますので、 ご注意ください。

1) 月 ・ 火 ・ 木 ・ 金　14:00 ～ 15:00　予防接種 ・健診専用時間は予約制です。
 　　予防接種と健診以外の方の入室はご遠慮ください。
2) 午後の診療受付は 15:00 からです。

ＴＥＬ 092(935)0148　〈代表〉

 092(937)5521　〈小児科直通〉


